
くまの木里山応援団 活動日誌2022

伐倒練習会 2022年 1月15日(土) はれ 9:00～15:00 8名

T.Ichikawa

第3土曜日は伐倒の練習会を任意で開催しています。三木さんと西角副団長が講師で、団員の伐倒につい
てチェックをいただきました。伐倒後は、みんなで切り株を確認しました。日当たりの良いところなので、約50
年生ですが太くなっていました。枝払いと玉切りを実施しました。12月に目立てチェックをしていただいたので、
皆さんのチェーンソーの切れ味が良くなっています。

まずはみんなで作業 伐倒チェック1 伐倒チェック2 集合写真

標示板の設置を開始 2022年 1月16日(日) はれ 9:00～13:30 13名

標示板も設置して10年以上が経過し、そろそろ更新が必要な状況になってきましたので、更新および一部
新設を開始しました。2グループで作業しました。標示板は各団員が作成したもので、それぞれ味わいのある
仕上がりとなっています。屋根づくりは関根副団長を中心に、ゆっくりと作業をしていただいています。完成が
楽しみです。コナラ広場の更新した標示板の前で記念撮影をしました。

設置準備（新設） 設置中（更新） 屋根づくり 集合写真

第3土曜日は任意活動ですが、盛り上がってきました！団員の皆さん、腕が上達しています。枝払い、玉切
りも呼吸があってきました。玉切りした丸太もみんなで力をあわせて運びました。やはり人数の力ですね。お
昼は三木さんからきのこうどんのご提供がありました。ありがとうございます。ただ切るだけでなく、他人の作
業をチェックすることはとても大切ですね。

伐倒練習会 2022年 2月19日(土) くもり 9:00～15:00 9名

みんなでチェック 伐倒練習 玉切り・枝払い 玉切り2



くまの木里山応援団 活動日誌2022

作業路補修＆標示板の設置 2022年 2月20日(日) くもり 9:00～13:30 14名

T.Ichikawa

今日は正榮さんに以前から言われていた作業道の補修作業を実施しました。思った以上に大変な作業でし
た。ただ、これだけの人数がいると、作業もはかどります。もう1回作業すると良いなと思いました。後半は標
示板の設置の続きです。段取りのハプニングもありましたが、これも里山応援団ならではでしょうか!? 見学
者2人に実際の作業を見ていただきました。

補修資材の準備 作業道補修 設置中（更新） 見学者も体験

伐倒練習会 2022年 3月19日(土) くもり 9:00～14:30 8名

任意の伐倒練習会、今回も伐採、玉切り、枝払いなどを実施しました。今回は広葉樹の傾きを修正する伐
倒を見せていただきました。木の傾きをしっかりチェックしてから作業をする。何より場数が大切だと思います。
お昼はセミセルフ鍋焼きうどんに挑戦しました。なかなかおいしくできました。切り株から水がにじみでていま
した。そろそろ水の吸い上げの時期になってきたようです。

伐倒後の確認 伐倒練習 伐倒の実演 薪割り

里山応援団初のペール缶窯の作成と炭焼きを実施しました。ペール缶窯の作成は、さすが団員ですばやく
作業されていました。そして、炭にする材料（今回はコナラの枝をつかいました）を容器に入れて着火しました。
燃焼時間を変えて、それぞれの炭の状況をみんなで確認しました。枝を割ったものは燃焼時間を60分にした
ところ、あともう少しという感じでしたが、ちゃんと炭になっているものが多かったです。

ペール缶窯での炭焼き体験 2022年 3月20日(日) はれ 9:00～13:00 14名

ペール缶窯作成 ペール缶窯完成 火付け 完成した炭



くまの木里山応援団 活動日誌2022

里山学講義2022 2022年 3月20日(日) はれ 13:30～15:00 17名

T.Ichikawa

里山学講義2022「炭素で高める里山の価値」を開催しました。今回は国立研究開発法人森林総合研究所
の高橋正通フェローに「炭素で高める里山の価値」についてご講義いただきました。日本での森林内の炭素
の価値が諸外国に比べて低いこと、管理した里山のほうが炭素固定していることなどの情報提供がありまし
た。今後も注目していきたいと思っています。

高塩副団長進行 高橋フェロー講義 高橋フェロー講義 遠藤総括講評

マルチ張り＆境界探し 2022年 4月2日(土) 晴れ 9:00～16:30 4名

畑部門の皆さんが、さつまいも用のマルチはがしとマルチ張りを手伝ってくださいました。やはり4人だと作
業が早い！今回は3本くらいマルチ張りができれば合格だろうと思っていましたが、「最後までやろう」といって
いただき、見事に終了しました。本当にありがとうございます。3日（日）には、3名でロペ倶楽部の里山の境界
探しを実施しました。こちらもやっと境界の尾根を発見しました。こちらもご協力ありがとうございました。

マルチはり 畝の整形 作業後 境界探し

今年はじゃがいもの定植＆コースターづくり体験を実施しました。またJUNさんのご家族の皆様が参加してく
ださいました。ありがとうございます。じゃがいもの定植は、予想以上に盛り上がり、子供たちが熱心に畑の
土にさわっていました。コースターづくりも皆さん積極的に参加いただき、何種類も作成されていました。コー
スターづくりは団員の吉田さんに仕切りをお願いしました。午後はしいたけのコマ入れをしました。

親子で里山体験 2022年 4月17日(日) くもり 9:00～13:00 15名+16名（6家族）

ガイダンス じゃがいもの定植 コースターづくり 集合写真



くまの木里山応援団 活動日誌2022

畑の除草、ヒノキ不要木伐採・かわはぎ 2022年 5月15日(日) はれ 9:00～14:00 20名

T.Ichikawa

はじめに親子で里山体験の畑の除草作業をみんなでしました（みんなで作業するのは初めてかもしれませ
ん）。その後は、正榮さんのヒノキ不要木を伐採しました。このヒノキはそのまま切ると電線にかかってしまう
ので、みんなでローブを使って引っ張りました。その後はコナラ広場でかわはぎ作業をしました。とてもかわは
ぎがしやすく、団員の皆さんテキパキと作業していました。

畑の除草 ロープを使って ヒノキ丸太 かわはぎ作業

JCCC里山体験練習会 2022年 6月11日(土) くもり 9:30～13:00 3名（計8名）

いよいよJUNさんの里山体験練習会（草刈）が実施されました。今回はJUNさん2名が参加し、今後の企画
立案に生かすために開催されました。まずは里山整備の意義を説明後、吉田総括補佐により造林鎌の使い
方の実演をしていただきました。そして、作業開始です。造林鎌が人気で、ジュンクラッシックの吉田支配人も
造林鎌で作業されました。8名で作業しましたので2時間でしたが、結構きれいになりました。

造林鎌の説明 下刈開始 枯損木除去 作業後の記念撮影

今年は刈払機を中心とした安全講習会を開催しました。講師はワタナベリペアサービスの渡辺司さんです。
刈払機のメンテナンスの説明を受けたあと、作業動作確認を実施しました。日頃のメンテナンスの重要性を
再確認しました。今日は肥後さんが刈払機デビューをしました。コツをつかまれたようです。その後、ロープ
ワーク講習を実施しました。伐倒の際にロープも活用していきたいと思います。

安全講習会 2022年 6月19日(日) くもり 9:00～15:00 20名

刈払機のメンテナンス 初心者講習 作業動作確認 ロープワーク講習



くまの木里山応援団 活動日誌2022 T.Ichikawa

散策路、畑、ロペの手入れ 2022年7月17日(日) くもり 9:00～15:30 13名

親子で里山体験のじゃがいもの収穫の予定でしたが、朝も雨が降っていたので中止とし、各自で収穫しても
らうことにしました。7月の単発イベントは天候の予想が難しいので見直そうと思います。このような悪天候の
中、団員の皆さんお集まりいただきましたので、裏山散策路や畑の下刈り、竹コップづくりを実施しました。午
後はロペのコナラ植栽地の手入れをしました。おかげさまで作業がはかどった1日でした。

刈払機の組立 さつまいも畑除草 竹コップづくり コナラ植栽地手入れ

今回はくまの木裏山散策路の3コースの下刈り、そして正榮さん幼齢林の下刈りを実施しました。散策路は
3コースにわかれて作業をし、概ね刈ることができました。正榮さん幼齢林では昨年下刈りしたので多少楽だ
と思いましたが、雑草はびっくりするほど元気で、やりがいのある現場でした。今日は冷たくサラダうどんでし
た。ところで、さつまいもがいのししにより壊滅的なダメージをうけました。来年は場所をかえようと思います。

散策路および正榮さん幼齢林の下刈り 2022年 8月21日(日) くもり 9:00～13:00 17名

散策路下刈り 幼齢林下刈り 集合写真 野外料理部

9月の定例活動は悪天候のため中止にしました。今日は、11月20日に開催予定の「たかはら里山の集い」
の会場準備のため、くまの木里山応援団の精鋭6名が刈払いを行いました。団員の気合がほとばしる、見事
な作業に感服いたしました。毎年きれいになっていくことでしょう。昨年植栽したコナラは、一部つるやいのしし
にやられてしまいましたが、活着も見られます。大きくなってほしいです。

たかはら里山の集いの会場準備 2022年10月15日(土) はれ 9:00～15:00 6名

ススキ等下刈り 集いの会場 コナラ植栽地下刈り 刈払い後



くまの木里山応援団 活動日誌2022 T.Ichikawa

親子で森づくり体験 2022年10月16日(日) はれ 9:00～14:00 20+2+23名(7+2家族)

地権者の大嶋正榮さんの熱血枝打ち実演があり、感動しました。無駄がありません。子供たちも作業する
に従い、上手になっていました。今回は過去に枝打ちした林をみていただき、成果を確認しました。コナラ広
場でカレーを食べ、かぶ・だいこんを収穫しました。また、いのししにやられたさつまいもも、宝探しのように収
穫してみました。子供たちが元気いっぱいで良かったです！

大嶋正榮さん実演 枝打ち体験 集合写真 かぶ・だいこん収穫

記念植樹の後、JUNの佐々木真由美さんによるスペシャルトークや、畝崎辰登さん（広島）、鶴見武道先生
（愛媛）、伊井野雄二さん（三重）、西田哲治さん（鎌倉）、三木喬夫（宇都宮）による里山連携シンポジウム、
伐倒の実演を実施しました。JUNRedさんからは、団員にTシャツを贈呈いただきました。本当にありがとうご
ざいます。「将来こうなってほしい里山のくらしと自然」をみんなで考えた1日となりました。

たかはら里山の集い 2021年 11月21日(日) くもり 10:00～15:00 21名＋37名

記念植樹 佐々木真由美さん 伐倒実演

明日の天気予報がいまいちでしたが多くの団員が参加してくださいました。明日野外で実施を前提で準備を
進めました。村岡さんがブロワーを持参され、吹き飛ばしてくださいました。横断幕やコンテナを設置しました。
植樹会場では、フジの地下茎がものすごいので、みんなで掘りました。午後は、薪ステーション周辺で植樹を
実施しました。昨年はつるにやられてしまったので、来年はつるを早めに除去しようと思います。

たかはら里山の集い 前日準備 2022年11月19日(土) はれ 9:00～14:00 12名

会場整備 植樹準備 前日植樹 会場にて

記念撮影

JUNさんがホームページにアップしてくださいました（https://www.jun.co.jp/news/company_1124/）



くまの木里山応援団 活動日誌2022 T.Ichikawa

朝から小雨が降っていましたが、短縮して現地検討会を開催しました。谷本先生の熱血解説に思わず雨が
降っているのを忘れてしまうほどでした。午後は、風だよりにて谷本先生の講義、質疑応答を行いました。谷
本先生から、樹木一本一本観察し、歴史を加味して現状を把握すること、矢板と塩谷が連携すると良いので
はとご提言をいただきました。質疑応答で盛り上がった1日でした。また来年開催予定です。

イヌブナ自然林ガイド人養成検討会 2022年 11月23日(水) 雨 9:00～14:00 8名+9名

柴野さん解説 谷本先生熱血解説 谷本先生のご講義 記念撮影

林内に倒れている枯損木が多いところで、みんなで除去作業を実施しました。1人ではやりたくないなぁとい
う枯損木が多く、知恵を使いながら作業をしました。道路際の枯損木は普通に伐ると道路にいってしまうため
に、1本はロープで、もう1本はワイヤーを使って作業しました。来年の定例活動についても議論しました。とり
あえず来年のランチは汁物にしようと思います。

枯損木の除去 2022年 12月17日(土) くもり一時雨 9:00～15:30 10名

枯損木除去① 枯損木除去② 枯損木除去③ 作業後

多面的機能のリーダーとともに里山整備の状況をみんなでチェックしました。これまでやぶ漕ぎして境界を
歩いていたのがうそのようで、見通しがきいて歩きやすかったです！境界杭やシキミ（境界の指標）も結構出
てきました。見通しが良くなると、林相が良くわかってきます。みんなで確認することはいいことですね。来年
につながる作業ができました。

ロペ倶楽部の里山巡回 2022年 12月18日(日) はれ 9:00～12:00 6名

きれいになった林内 きれいになった林内 きれいになった林内 拠点が見えます


